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人間とは何だ！ 脳科学特番出演
2015年2月11日放送

小泉周 （コイズミ・アマネ）
北陸先端科学技術大学院大学 副学長・教授

慶應義塾大学医学部 卒業（1997年）、医師、医学博士
慶應義塾大学医学部生理学教室・助手（～2002年）
ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院・
ハワードヒューズ医学研究所 研究員（～2007年）。
2007年より自然科学研究機構生理学研究所准教授。
2013年より自然科学研究機構・特任教授。
2025年より現職
文部科学省研究振興局学術調査官（2009より）、JST科学コ
ミュニケーションセンターフェロー（2012-2015）、文部科学省
技術参与（2023～）、文部科学大臣表彰・科学技術賞（理
解増進部門）（2010）、ひらめき・ときめきサイエンス推進賞
（2015）



脳神経科学者として

Impact Factor, Citation, 論文数。。。



My first OA体験（2007）
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私たちが開発した新し
い手法は、さまざまな
人々に広く知られるべ
きである。

Dick Masland
Harvard Med School
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https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/cne.21795

Article: Journal of Comparative Neurology (Wiley)
The spatial distribution of glutamatergic inputs to dendrites of 
retinal ganglion cells
Tatjana C. Jakobs, Amane Koizumi, Richard H. Masland
First published: 11 July 2008



アイザック ニュートン
Sir Isaac Newton

著書『自然哲学の数学的諸原
理』（Philosophiæ 
Naturalis Principia 
Mathematica）

職業は造幣局長官

自然哲学者
Natural Philosopher

古き時代



チャールズ ダーウィン
Charles Robert Darwin

博物学者
Natural Historian

職業は・・・
著書『種の起源』（On the 
Origin of Species）

古き時代
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古き時代古き時代

•題名：新科学対話（Discorsi e dimostrazioni matematiche 
intorno a due nuove scienze）
•出版：1638年、Leiden（ライデン）、エルゼビア家（Elsevier 

family press）
•内容：物体の運動や強度に関する理論をまとめた、近代物理学
の礎となる著作。
•意義：
検閲や宗教権力に抗し、科学知識を「国境を越えて自由に流通
させた」最初期の例。
まさに今日のオープンサイエンスやオープンアクセスの理念の
原点とされています。

ガリレオ・ガリレイ
Galileo Galilei



1794年 エコールポリテクニークの設立

フランス革命
1789年-1793年
体制崩壊による高度な知識層
人材の不足

・フランスの理工系エリート
 養成のための高等教育機関
（≠大学、University）
・国防省（国）が所管

科学技術への国家の関与



ウィリアム ヒューウェル
William Whewell (1794-1866)

イギリスの科学哲学者（道徳哲学、鉱物学）

サイエンティスト（Scientist）を1834年に造語

「Science（智）」
＋「～ist（“専門的に”○○する人）」

「Scientist」の誕生
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La science n’a pas de patrie, parce que 
le savoir est le patrimoine de 
l’humanité, mais le savant doit à sa 
patrie les services que son savoir peut 
lui rendre.
— Louis Pasteur, Discours à la remise du 
Prix à M. Édouard Branly, 1882.

科学には祖国はない。なぜなら知識は人類
全体の財産だからである。
しかし、科学者は自らの知識が祖国に役立
てることができる限り、その奉仕を尽くす
義務がある。

「Scientist」の誕生

ルイ・パスツール
（Louis Pasteur, 1822年12月27日 -
1895年9月28日）
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「国」の介入

近年の事例：ロバート・ケネディJr.とワクチ
ン研究
•2025年、米国・厚生労働大臣であるロバー
ト・ケネディJr.氏が、

mRNAワクチン関連研究に批判的立場から、
デンマークの大規模疫学研究論文の撤回

（retraction）を米内科学会誌に要請。
（出典：Reuters, 2025年8月11日報道）

•医学誌側はこれを拒否し、
「科学的議論は政治的要請ではなく、査

読・再現性によって判断されるべき」と声明。

•→ 政治的意図による出版圧力と、出版倫理
の衝突。



OAの理念

学術情報は、人類全体で共有
すべき「公共財」

理念：世界中の誰しもが、「知識」に自由にアクセス・再利
用できる社会



OAの理念

小谷元子
元東北大学・理事・副学長

インドの子供たち、アフリカの子供たちに、私の書
いた論文を読んでもらうようになる世界。それが、
OAの理念。（2022、小泉私信）



文脈 制約の内容 説明

商業出版 経済的制約のある公共財

学術情報の流通が営利モデル（購読料・
APC）に依存し、アクセスが市場論理に
よって制限される。知の開放がコスト構造
の中に組み込まれてしまう。

国家安全保障 政治的・機密性制約のある公共財

研究成果や技術情報が安全保障や地政学的
リスクの名のもとに非公開化され、自由な
発信が抑制される。特にAI・生命科学・量
子などで顕著。

研究者評価制度 評価制度的制約のある公共財

インパクトファクター・被引用数などの指
標が知の価値を一方向的に定義し、開かれ
た知よりも“掲載先”が重視される文化的歪
み。

大学組織構造 管理・運営的制約のある公共財
図書館・URA・研究費管理が縦割り化し、
学内で「公共財」としての知を一元的に扱
えない構造。

社会的理解
文化・社会リテラシー制約のある
公共財

専門知が一般社会に届かず、市民参加や科
学リテラシーの不足によって知の共有が部
分的にとどまる。

学術情報は「公共財」であるが、あらゆる文脈で
制約を受けている
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OAに関わる多様なステイクホルダーの異なる複雑な目的

課題・制約もバラバラ、目的もバラバラ



OAに関わる多様なステイクホルダーの異なる複雑な目的

課題・制約もバラバラ、目的もバラバラ



研究成果が、どれだけ読まれたか？
どれだけ見られたか？
どれだけ他の研究者や他のセクターの皆
さんと情報を共有できるか？

が、価値をイノベーションする

21



みんなで一緒に、一つ一つの
研究成果を組み合わせ、新た
な価値をイノベーションする

皆で一緒に、一つ一つの研究成果を重ね、イノベーションを生み出す

22

研究成果
をみんな
でシェア
していく

イノベー
ション

オープン
サイエンス



日本において何が問題なのか？ 研究者がAPCを負担する構図

• 科学技術・学術政策研究所 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）
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金持ち研究者しかAPC料を払えない 「研究者間格差」

• 科学技術・学術政策研究所 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）
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転換契約への移行
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購読モデル
（雑誌を読む
のにコスト）

購読と出版
のハイブ
リッド

出版のみのモ
デル

購読費用から出版費用
へ転換していく

いまココ

出版費用の
み購読費用

APCを支払う
誰が？

購読料
図書館が支払っている



The 
government 
planning to 
reorganize the 
national 
negotiating 
team (Gold 
OA), 2023～

転換契約の導入 日本（２０２１年～）



公的資金による学術論文等のオープンアクセスと研究データの管理・利活用の関係性

27

公的資金による研究開発の過程で生み出され
る全てのデータで、電磁的な形態により管理
可能なものをいう。研究ノートやメモ、実験
や観測、シミュレーション等から直接得られ
たデータやそれを加工したデータ、論文のエ
ビデンスとなるデータ等が含まれる。

研究データ

論文及び根拠データ

学術論文を主たる成果とする競争的研究
費制度によって生み出された査読付き学
術論文及び当該学術論文の根拠データ

「公的資金による研究データの管理・利活用に
関する基本的な考え方」（2021年4月 統合イ
ノベーション戦略推進会議決定）

✓ NII RDCを中核的なプラットフォームとして
位置づけ、メタデータを検索可能な体制を構
築

✓ オープン・アンド・クローズ戦略に基づく公
開・共有・非公開/非共有の設定

✓ 研究者は管理対象データの特定とメタデータ
の付与

✓ 公募型の研究資金へのメタデータ付与の仕組
みの導入

✓ 大学等の機関におけるデータポリシーの策定
等

「公的資金による学術論文等のオープンアクセ
スの実現に向けた基本的な考え方」（2023年10
月 CSTI有識者議員）
→その後政府として決定予定

✓ 学術論文を主たる成果とする競争的研究費を
受給する者（法人を含む。）に対し、論文及
び根拠データの学術雑誌への掲載後、即時に
機関リポジトリ等の情報基盤*への掲載を義
務づける 。

✓ 研究成果を誰もが自由に利活用可能とするた
めの発信手段として、研究DXプラット
フォーム**を整備・充実させる。

✓ 大学等における機関リポジトリの価値向上、
成果発信力の強化を行う。

等

「公的資金」とは、国又は資金配分機関（FA）から大学、研究開発法人等に対して交付、補助又は委託する全
ての経費を対象とする。公的資金は、公募型の研究資金とその他の経費（機関に対する基盤的な経費である運
営費交付金等）からなる

*「機関リポジトリ等の情報基盤」とは、第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３
月26日閣議決定）において「研究データの管理・利活用のための我が国の中核的なプラット
フォーム」として位置づけた研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）上で論文及び根
拠データが検索可能なリポジトリを想定し、今後、国及び関係機関において検討を行う。
**「研究DXプラットフォーム」とは、研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）、その
他のプレプリント、論文等の研究成果を管理・利活用をするためのプラットフォームの総体を指
す。参照：統合イノベーション戦略2023（令和５年6月9日閣議決定）

（査読論文とならない）
プレプリント

（査読論文とならない）
実験・観測データ

査読無しの論文

査読付き学術論文及び当該学術論文の根拠データ



公的資金による学術論文等のオープンアクセスの実現に向けた基本的な考え方（概要）

論文及び根拠データの即時オープンアクセスの実現

公的資金により生み出された研究成果の国民
への還元と地球規模課題の解決に貢献

国全体の購読料及びオープンアクセス掲
載公開料の総額の経済的負担の適正化

我が国の研究成果の発信力の向上

⚫ 2025年度より新たに公募する即時オープンアクセスの対象となる競争的研究費*を受給する者（法人を含む。）に対し、

論文及び根拠データ**の学術雑誌への掲載後、即時に機関リポジトリ等の情報基盤への掲載を義務づける。

⚫学術プラットフォーマーに対する大学を主体とする集団交渉の体制構築を支援し、

我が国の公的資金全体における負担軽減を図る。

⚫大学等における機関リポジトリの価値向上、発信力の強化を行う。

⚫公的資金によって生み出された論文や研究データ等の研究成果は国民に広く還元されるべきものであるが、その流通はグ

ローバルな学術出版社等(学術プラットフォーマー)の市場支配の下に置かれている。

⚫ 2000年代以降、電子ジャーナル※1購読料は継続的に高騰。さらに、2010年代以降、各研究者が「オープンアクセス掲載

公開料」を負担するビジネスモデルが台頭し、この双方により大学や研究者の経済的負担が増大している。

⚫我が国の競争力を高めるために、研究者が自らの研究成果を自由にかつ広く公開・共有することができ、国民が広くその知的

資産にアクセスできる環境の構築（オープンアクセス化）が必要である。

⚫Ｇ７科学技術大臣コミュニケ（2023年5月）において、公的資金による学術出版物及び科学データへの即時オープンア

クセスを支援する旨明記。 ※1 電子ジャーナル：電子化された学術雑誌。パソコン端末等で論文をダウンロードし閲覧

＜「公的資金による学術論文等のオープンアクセスの実現に向けた基本的な考え方」のポイント＞

理
念

令和５年10月30日
総合科学技術・イノベーション会議 有識者議員

*学術論文を主たる成果とする競争的研究費制度
**査読付き学術論文及び当該学術論文の根拠データ

＜背景・課題＞
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「研究データの
OＡ化の意義」

科学新聞

２０２４年１２
月２０日号



自然科学研究機構 核融合科学研究所の事例



学術情報流通はどこにむかってい
くのか？

33



OA（特にGold OA）についての欧米の動き ビジネスモデルの変化
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購読モデル
（雑誌を読む
のにコスト）

購読と出版
のハイブ
リッド

出版のみのモ
デル

購読費用から出版費用
へ転換していく

いまココ

出版費用の
み購読費用

APCを支払う
誰が？

購読料
図書館が支払っている



OA（特にGold OA）についての欧米の動き ビジネスモデルの変化
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購読モデル
（雑誌を読む
のにコスト）

購読と出版
のハイブ
リッド

出版のみのモ
デル

購読費用から出版費用
へ転換していく

いまココ

出版費用の
み購読費用

APCを支払う
誰が？

購読料
図書館が支払っている

OAはオ
プション

OA出版費用
（APC）



日本においては、大学図書館コンソーシアム連合
「JUSTICE」が窓口。
ただ、交渉はすれど、結局、契約は各大学ごとにバ
ラバラで。
← 必要なパッケージやタイトル、財源の違い、
ニーズに対する温度差など、大学間の事情の違いが
大きい。

オーストラリア
CAUL

イギリス
JISC

スウェーデン
Bibsam

ドイツ
Projekt DEAL

大学が国レベルでまとまって出版社と交渉するスキームが必要

36



READ
（雑誌閲覧費用）

PUBLISH 
（APC、OA化費用）

大学図書館 各研究者の支払い

READ&PUBLISH 転換契約

現状の問題点
• 大学からみれば、READとPUBLISHで別々に

費用を出版社に支払っている現状がある
• APC料の支払いは、研究者の研究活動とみな

されており、研究者個々人の研究費を圧迫し
ている。それが、大学全体として論文の
（Gold）OA化の妨げになっている。

• 大学からのAPCの支払い総額は、年々増えて
いる（そもそも把握しきれていない現況）。

• APC料の支払いもままならない若手研究者な
どの論文のOA化の機会を阻害している。

大学による一体的な契約

年々増
加

年々増
加

転換契約の考え方と課題など

大学側の目的と転換契約のメリット
• READの一部をPUBLISH（OA化費用）に転換する一体契約により、大学全体の支出増を抑制する
• 若手研究者などのOA化の機会を確保し、大学として（Gold）OA化を推進する
契約をすすめる上での争点と課題
• 転換契約全体の総額と、OA枠の確保（ハイブリッドOA、フルOA）
• 今後の価格上昇率と契約期間
• 大学内での（図書館費用だけでない）多様な資金ソースの活用の仕組み構築
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“一方、こうした転換契約は一時的な解決策にしかすぎない。
今後は、多くの学術雑誌が、これまでの購読モデルからオープ
ンアクセス出版を軸としたビジネスモデルに大きく変化してい
くだろう。そうしたとき、日本としてどのように将来を見据え
たオープンアクセス政策を考え、出版社と交渉できるか、国の
政策担当者や、大学図書館・研究者・URAなど皆で知恵を出し
合い、早々に議論していくべきであろう。”

「転換契約」による研究成果のオープンアクセスの促進
自然科学研究機構 小泉 周
実験医学2023年2月号 より引用

転換契約は一つの手段であるが、これから数年後の先をみた一手が必要



OA（特にGold OA）についての欧米の動き ビジネスモデルの変化
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購読モデル
（雑誌を読む
のにコスト）

購読と出版
のハイブ
リッド

出版のみのモ
デル

購読費用から出版費用
へ転換していく

２０２５年

出版費用購読費用
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https://www.springernatur
e.com/gp/advancing-
discovery/springboard/blog
/blogposts-open-
research/together-for-
transformation/25489072



READ （University 
contract）

PUBLISH
（researcher）

PUBLISH（university ⇐ 
researcher）

Transformative Agreement （university 
contract）

READ

PUBLISH model
（university contract ⇐university + researcher）

86% APC 個人研
究者支払い購読費（大学・図書館）

転換契約費用（大学コンソーシアム契約）

未来：出版モデル

現在：転換契約

過去：購読モデル

購読モデルから
出版モデルへの
転換

“上限なき出版枠”

個人大学

大学

大学



The government

University

researchers

Rather than 
considering them 
separately, it is 
necessary to create 
an integrated 
movement that 
transcends internal 
and external 
organizations and 
departments.

Library
Research 

promotion

Various fields

URA

President/vise
president

publishers

OAに関わる全てのステイクホルダー
大学、研究者、URA、大学図書館、そして、出版社などあらゆ
るステイクホルダーによる対話が必要



ご清聴ありがとうござ
いました。

akoizumi@jaist.ac.jp
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